
ユニットロードふ頭の機能強化（案）（新規ふ頭整備等のイメージ）

Port of Tokyo 1

１０号地その１

中央防波堤内側ふ頭（H27供用）
・野積場・上屋の多層利用(工事予定)
・ＩＣＴ等による荷役効率化

若洲ふ頭
※暫定利用

資料３ʷ２

 モーダルシフト等による貨物量の増加に対応するため、中央防波堤内側に新規ふ頭（拡張）を検討

 既存ふ頭では、上屋集約によるヤード拡張、野積場・上屋の多層利用、荷役の効率化等により機能強化

 内貿・外貿ふ頭の円滑な接続による連携強化

新規ふ頭（拡張）

青海コンテナふ頭

大井コンテナふ頭

中央防波堤外側
コンテナふ頭

品川コンテナふ頭

新海面
コンテナふ頭

品川内貿ふ頭
・野積場・上屋の多層利用(H24)
・上屋集約によるﾔｰﾄﾞ拡張(H27)
・岸壁の耐震化(工事中)
・ＩＣＴ等による荷役効率化

10号地その２（西側）ふ頭
・上屋集約によるﾔｰﾄﾞ拡張(R2)
・岸壁前出しによるﾔｰﾄﾞ拡張(工事予定)
・岸壁の耐震化(工事予定)
・野積場・上屋の多層利用
・ＩＣＴ等による荷役効率化

【内貿・外貿ふ頭の連携強化（イメージ）】
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Port of Tokyo 2

ユニットロード貨物量の見通し（試算）と施設対応のイメージ

2010
（Ｈ22）

2020
（R2）

2040年代
（R22）

2015
（H27）

野積場・上屋
の多層利用

野積場・上屋
の多層利用

岸壁前出しに
よるヤード拡張

ICT等による荷役効率化

野積場・上屋の多層利用
上屋集約によるヤード拡張

※第９次改訂港湾計画の検討時期（令和４年度）において、
貨物量を品目別（82品目、27分類）にて積み上げ推計予定

※今後、情勢変化を踏まえ、適宜見直しを行う

中央防波堤内側

10号地その２（西側）

若洲

品川内貿

(2019実績)
2035年頃
（R17）

 ユニットロード貨物量の見通し（概略推計（試算）） ［2040年代 1,350万～1,500万トン］

 ユニットロードふ頭の施設対応 ［2040年代 1,500万トン］

9次改訂
目標年次［仮］

⾧期構想
目標年次［仮］

上屋集約によるヤード拡張

中央防波堤内側
新規ふ頭（拡張）

1,300～1,400

1,350～1,500

ICT等による荷役効率化

ICT等による荷役効率化


